
第11回城西大学英語スピーチコンテスト結果報告 

第11回 城西大学英語スピーチコンテストを、2022年9月25日（日）12：30より開催いたしました。 

全国から応募があった64名の中から、事前審査を通過した21名（高校の部15名、大学の部6名）が登壇しました。

21名の登壇者全員が、誰かの言葉ではなく自分の言葉で、さまざまな思い、考えを披露してくれました。 

一人ひとりの思いのこもったスピーチを披露する姿、最後まであきらめずにスピーチと向き合う姿、これまでの学習

成果を精一杯発揮しようとする姿は、とても感動的でした。 

審査の結果、不動岡高等学校１年の道源結衣さんが高校の部の最優秀賞（城西大学学長賞）に選ばれました。道源さ

んのスピーチは、留学生との交流から感じ取った言葉の力に関する内容でした。大学の部の最優秀賞に選出されたのは、

名古屋大学3年の吉田麻里子さんでした。吉田さんは、ご自身の経験を踏まえながら、誰かの力になれる生き方をする

との決意をスピーチしました。お二人ともスピーチ力や英語力が優れていたのは当然ですが、聞く者にさまざまなこと

を考えさせてくれる内容のスピーチでした。 

各賞の受賞者は次頁の通りです。受賞者のみなさま、おめでとうございます。 

今回のコンテストより、本コンテストはオンラインで行うことにいたしました。今回よりというのは、昨年のように

コロナ禍における対面の代替としてオンラインで行うのではなく、オンラインでのスピーチ技能を発表する場としてオ

ンライン開催を積極的に選択したということです。本コンテストが、コロナ以後の世界の主要なコミュニケーション手

段の一つになるだろうオンラインでのスピーチ技術を向上させる場になることができればと願っております。 

本コンテスト開催に当たっては、埼玉県、埼玉県教育委員会、坂戸市、坂戸市教育委員会、鶴ヶ島市、鶴ヶ島市教育

委員会、テレ玉、毎日新聞社、埼玉新聞社、坂戸市商工会、西入間青年会議所、城西大学同窓会、城西大学父母後援会

よりご後援いただきました。また地元のみな様からもご声援をいただくことができました。衷心より御礼申し上げます。

また登壇者、応募者のご指導にあたってくださりました方々に御礼申し上げます。最後に、開催準備、運営に当たって

は、語学教育センターの教職員にご尽力いただきました。感謝申し上げます。 
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1 高橋 勇希 埼玉平成高等学校 城西大学父母後援会賞 

2 西山 鈴夏 山村学園高等学校 審査員特別賞 

3 小牧 英史 埼玉県立 南稜高等学校 審査員特別賞 

4 濱田 紗菜 埼玉県立 坂戸高等学校 坂戸市商工会賞 

5 藤枝 詩侑 川越東高等学校 城西大学語学教育センター所長賞 

6 吉田 リアム 慧 城西大学付属 川越高等学校 埼玉新聞社賞 

7 福田 ルミカ  西入間青年会議所賞 

8 道源 結衣 埼玉県立 不動岡高等学校 
最優秀賞（高等学校の部）  

城西大学学長賞 

9 鴈本 奈央 東京女学館高等学校 坂戸市教育委員会教育長賞 

10 室永 怜奈 さいたま市立 浦和高等学校  鶴ヶ島市長賞 

11 手島 隆人 埼玉県立 越谷北高等学校 城西大学同窓会賞 

12 松下 涼音 埼玉県立 越谷南高等学校 城西大学父母後援会賞 

13 栗原 未来 大妻嵐山高等学校 城西大学同窓会賞 

14 中西 こころ 石川県立 小松明峰高等学校 埼玉県教育委員会教育長賞 

15 吉田 愛 サレジオ工業高等専門学校 鶴ヶ島市教育委員会教育長賞 

大

学

の

部 

1 謝 望梅 城西大学大学院 テレ玉賞 

2 谷村 瞳 神戸市外国語大学 毎日新聞社賞 

3 俣野 瞭真 神戸市外国語大学 坂戸市長賞 

4 DOAN NGUYEN KHO 宇都宮大学 城西大学語学教育センター所長賞 

5 吉田 麻里子 名古屋大学 
最優秀賞（大学の部） 

城西大学学長賞 

6 窪田 彩香 上智大学国 埼玉県知事賞 


